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[論文の要旨・価値] 背景・目的：慢性閉塞性肺疾患（COPD）に分類される肺気腫は CT では低吸収域と

して認識され Fleischner society の定義により小葉中心性肺気腫（CLE）、傍隔壁型肺気腫（PSE）、汎小

葉性肺気腫に分類される。近年、PSE は比較的呼吸機能が保たれている臨床像であるが、肺気腫の進行が

速いことが報告されている。申請者らは 5mm 未満の肺小血管面積割合（%CSA<5）が肺気腫における肺高

血圧症の指標になると報告してきた。本研究では%CSA<5 を指標に CLE と PSE の計測値や経時的変化の

相違について検証した。対象：2012 年 1 月～2021 年 9 月に呼吸器内科を受診した COPD の病名かつ少な

くとも 1 年の間隔を空けたフォローアップ CT 施行例を対象とした。放射線科レポートシステムより期間中

10,789 例のうち主病名が肺癌・間質性肺炎などを除外した「COPD もしくは肺気腫」2,955 例を選出。レ

ポート内容に「肺癌、間質性肺炎、肺結節など」記載の 1,381 例および「単回撮影」1,050 例を除外した「COPD

もしくは肺気腫が含まれている可能性」のある 504 例を抽出。実際の CT 画像にて肺気腫なし 150 例と CSA

に影響する癒合性高度肺気腫 271 例、低画質 3 例、肺炎 5 例、腫瘍や肺癌術後 7 例、肺線維化 20 例を除外

した肺気腫 62 例（CLE=36、PSE=26）を最終解析対象とした。尚、CLE, PSE は混在するため、既報を参

考に CLE 例は CLE のみ、PSE 例には CLE との混在を含めた。方法：臨床評価項目（年齢、性別、フォロ

ーアップ期間、喫煙歴、治療歴、肺機能検査）、CT 定量評価指標には初回とフォローアップ CT の低吸収容

積割合（%LAV）、%CSA<5 とした。%LAV は Ziostation2、version 2.4.3.3、%CSA<5 は ImageJ, version 

1.53c で計測。経時的変化の検討は 2 点間数値の差を期間で除した値で比較。統計解析は Mann-Whiteney U

検定、カイ二乗検定を用い有意水準は P 値 0.05 以下とした（聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会 5495

号承認）。結果：臨床評価項目：CLE と PSE の間に年齢（p<0.01）と性別（p=0.02）にのみ有意差あり。

CT定量的指標：初回CTの%LAV（CLE 18.2% vs. PSE 11.8%, p=0.08）、%CSA<5は有意差なし（CLE 0.66% 

vs. PSE 0.71%, p=0.78）。経時的変化では%LAV には有意差はなく（CLE -0.048%/year vs. PSE 

0.005%/year, p=0.26）、%CSA<5 には有意差あり（CLE 0.025%/year vs. PSE -0.018%/year, p=0.02）。結

論：PSE（PSE/CLE 混在）で %CSA<5 の経時的減少があり CLE のみと比較して肺気腫の進行の速さが示

唆された。%CSA<5 は COPD 患者において肺高血圧症の重要な指標でもあり、PSE を伴い%CSA<5 が減

少する肺気腫は肺高血圧症のリスクファクターになりうる。以上、CT 画像評価による%CSA<5 経時的減少

が肺気腫に合併する肺高血圧症を予測しうることを示唆する臨床的に価値の高い研究であると考えられる。 

[審査概要] 審査は主査、副査 2 名を含めた６名のもと、PC プレゼンテーションの後、 質疑応答が行われ

た。審査では 1.対象の定義と選択、2.研究モデルとデザイン、3.解析結果の解釈と妥当性とその限界、4.

本研究結果が実臨床に与える意義、5.今後追加すべき研究課題など多岐にわたる質問が出され、申請者は概

ね回答することが出来た。 

最 終 試 験 結 果 の 要 旨 

[研究能力・専門的学識・外国語（英語）試験等の評価] 背景と実際の解析結果を分かり易く、とても良く

練られた構成の発表であった。申請者は本研究に関する一定レベルの専門的知識を有し、質疑応答について

も概ね的確に応答できたと判断した。研究発表、質疑応答を通じて真摯な態度に終始し、誠実で礼儀正しく、

学位授与に値する人物であると判断した。英語は申請者が用いた引用文献について、その場で箇所を指定し

音読し和訳してもらうことで評価し十分な語学力を有すると判断した。 
 


